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中小企業支援ネットひょうごでは、さらなる成長が見込める企業を
「成長期待企業」に選定し、複合的な支援をしています。このコー
ナーでは選定企業が誇る自慢の商品やサービスを紹介します。

大日通信工業㈱の

大日通信工業㈱　尼崎市金楽寺町1-2-65
Ｔ06-6489-2421　H https://www.dainichitsuushinkougyo.com

⃝設立年：1960年　⃝代表取締役社長：吉森直紀
⃝事業内容：各種通信設備の据え付け工事

ETCの設置は全国に及びます（写真は山梨県の富士川
本線料金所）

グループでの開発力生かし
DXで商機をつかむ

情報通信設備工事

　1960年の創業時は、電電公社（現NTTグループ）向けの
電話設備取り付け工事からスタート。その後、電気設備や
情報ネットワークに関する工事へと業容を拡大していきま
す。中でも同社にとって節目になったのは、20年ほど前に
着手した高速道路のETC設備の据え付け工事でした。「新
しい設備なので当初は手探りでしたが、実績を積み上げて
きたことで現在は各地の高速道路会社から直接仕事を受け
ることも増えました」と加藤大介専務。
　近年は、基板製造やソフトウエア設計・開発を手がける
グループ会社の大日通信㈱と連携し、開発力を生かした取

り組みにも注力しています。2022年度には、東京都の自治
体向けに配水設備の水量計測システムを独自に開発し、納
入しました。「今後はIoTを活用し、機械の故障を未然に防
ぐ予防保全システムを全国の工場に積極的に提案していき
たい」と加藤専務。
　自動運転を見据えた道路の情報通信化や民間企業におけ
るDXの進展がさらに見込まれ、事業機会が増える中、同社
にとっては人材の確保が大きなテーマです。「採用、育成と
共に、ロボット化を進めることで現場作業の省力化も図っ
ていきたい」と話します。

道路情報提供システムの設置図作成の様子


